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出鬘河川事務所長 ′ 内藤 正彦 様

鬮鳥取県知事 片 山 善博

大橘川 改修事業環境調査計画書 (案 ) に つ い て ･ ( 回答 )

平成 1 7 年 4 月 2 7 日 付 図 中整 出水保第 & 号で意見照会 の あ っ た こ の こ と につ い て 、 当
県 の意見は 、 下記 の と お り で あ り ま す 。 ･

-記

1 総括的事項

. 環境調査の実施 に あ た っ て は 、 米子市 、 境港市及び地域住民並びに 関係者 の意見 を十
分聞 き 、 そ の意見 に配慮 し な が ら 調査 、 予測評価 を さ れた い 。

′ ‐ ･ し .

霧 調査項 目 及 び調査予 測手法 ,

館 調査計画の基本的考 え方につ い て

ア 工事 の 実施 に伴 う ｢大気環境 ｣ 、 ｢廃棄物 ｣ 及 び ｢ 水環境 ｣ の 調査及び予測に つ
い て は 、 改修計画 が決定 さ れた段 階で別途検討す る こ と と さ れ て い る が ･ 今後 ど の
よ う な手順で実施 さ れ る の か示 さ れた い 。

イ 本庄工 区 に ついて 、 ｢ 中 海に 関 す る 協議会 ｣ の決定方針に基づ き 完了 さ れた状態

で取 り 扱 う こ と と さ れて い る 。 本庄 工 区 の堤防 開 削終了 後 の 環境を把握 し た 後 で な
ければ ~ 流動モデル 、 水質モデル の 再現性は確認で き ない と 考 え る が 、 ど の ,よ う . に
確認 さ れ る の か明 ら か に さ れた い 。

ウ 大橘川 l の 流動変化は 、 中海の水環境 (水底の泥土 ) に影響 を及 ぼす と 記載 さ れて
い る が 、 . 予測評価項 目 に こ れ ら の 項 目 が記載さ れて い な い理 由 、 さ ら に は 、 環境調
査項 目 の選定理由 に関 して 、 大橘川改修後の水環境 に係 る 【 生活環境へ影響を及ぼ
すおそれ｣ の 具体的 内容 を 明 ら か に さ れた い 。

の 水環境の 調査及び予測 の手法 に つ し、 て

ア 洪水時 、 高潮時及び洪水 と 高潮が重 な っ た 場合の それぞれ につ いて 、 米子 、 境港
･ 両市 沿岸域で の水位測 定点 を追加 し 、 予測 さ れたい 。 ま た 、 そ れ を 踏ま え て 弓 ヶ 浜
半 島 の 地 下水 の水位及び水質が現状か ら ど う 変動す る の か を 明確 に し 、 地下水 の水
位及び水質 に変化が認 め ら れ る 場合は 、 . 農作物へ の影隣 な ど水利 用 への影響 を評価
さ れた い o

イ 中海 の 貧酸素氷塊は水生生物分布 に 大 き な影響を及 ぼ し て い る 。 中海 の環境調査

項 目に は溶存酸素が含 ま れ て い る が 、 貧酸素氷塊 につい て も 着 目 し 、 そ の動 き･ を予
測 、 評価 さ れた い 。

ウ 富栄養化 に関す る 調査に つ い て 、 出水 時に お け る 流入河川 か ら の負荷量の 調査方
法 を わ か り やす く 示す と と も に 、 大橘川 - の 流下能力 の増大 に伴 う 中海への 流入負荷
量 の 変動 を 明 ら か に さ れた い 。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　
シ ョ ウ 牙 、 ニ ボンア カ ガエルは冬季が産卵時期 で あ り 、 生物相 と 生息場 の 把握 に は 、
調査対象生物の生態 に合 わせた調査時期 、 調査方法 を検討 さ れたい 。

イ 絶滅危惧種で あ る ツ ツ イ ト モ 、 リ ュ ウ ノ ヒ ゲモ が彦名 付近で確認 さ れている こ と 、
生態系 典型種で あ る ア サ リ 、 ウ ミ ト ラ ノ 牙及び コ ア マモ が 藤津な ど で確認 されて い
る こ と か ら 、 中 海沿岸域 に お け る 調査 予測 を追加 さ れた い 。

ウ 水産有用 生物 で あ り 、 中 海 の典型種 と も い え る エ ビ類 ･ ( ク ルマ エ ビ 、 ヨ シエ ビ ) 、
カ ニ類 ( タ イ ワ ン ガザ ミ ) 及び魚類 , ( ヒ ラ メ 、 ボ ラ 、 サ ヨ リ ) を 調査対象種に加 え
て 、 予 測 、 評価 さ れた い 。
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